
一般質問

13 議員が質問

4

ページ 質問者（登壇順） 質　問　事　項 担当部

会
　
派
　
代
　
表

5

きずな
青 木 宏 和

Q  今後５年間の主な事業は A  主に６事業を計画している
・行財政運営

みらい
福 本 貴 久

Q  若い世代に選択されるまちに A  細やかな住環境整備を進める
・未来の武豊町のために

6

政和クラブ
南 　 賢 治

Q  自然公園にキャンプ場を A  自然ゾーンと位置付けている
・魅力ある自然公園！　・ポイ捨てゴミを拾ってくださる皆さんの支援

公明党議員団
甲 斐 百 合 子

Q  今後のゼロカーボン施策は A  施設に導入可能か調査検討
・「ゼロカーボンシティ」実現に向けた取り組み

7
日本共産党議員団
梶 田 　 進

Q  地元協力金はごみ袋無料化に A  屋内温水プールに充当する
・燃やさなければならないごみの負担軽減　・カーボンニュートラル

個
　
人
　
質
　
問

7 鳥 居 美 和 Q  成年後見制度の相談窓口は A  地域権利擁護支援センターへ
・成年後見等の権利擁護支援体制

8
森 田 義 弘 Q  消防団を維持する方策は A  団員の活動環境を整える

・消防団員の現状と今後

野 田 佳 延 Q  加齢性難聴に補聴器補助は A  補聴器購入前に相談を
・聴覚障がい者

9
石 川 義 治 Q  公園のインクルーシブ化を A  町民の声を聞き検討する

・インクルーシブ公園の導入　

本 村 　 強 Q  給食費の値上げはあるのか A  現状維持に努めたい
・現在の物価高騰時における学校等給食費の問題

10
櫻 井 雅 美 Q  マンガの収集に対する考えは A  他蔵書とのバランスを考える

・子どもの読書活動推進に対する図書館の在り方　・人口減少対策

青 木 信 哉 Q  本町の道路整備の状況は A  優先順位を整理し進めていく
・武豊町道路整備

11 久 野 　 勇 Q  魅力ある緑丘地域にするには A  自然を活かした住みよい環境
・魅力ある地域のまちづくり

総 総務部 企 企画部 福 健康福祉部 経 生活経済部 建 建設部 教 教育部

一般質問って？？
議案質疑とは別に議員が町の行財政全般について、町長や執行機関に対して質問をすることです。

総

建
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６
つ
の
事
業
内
容
は

今
後
５
年
間
の
主
な
事
業
は
。

１
点
目
は
、
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
建
設
工
事
で
あ
る
。
施

設
・
設
備
と
も
に
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
こ
と
か
ら
、隣
接
の
東
大
高
保
育
園
、

あ
お
ぞ
ら
園
の
建
替
え
も
含
め
た
一
体

的
な
整
備
を
進
め
て
い
く
。

　

２
点
目
は
、
町
内
す
べ
て
の
小
・
中

学
校
体
育
館
の
空
調
設
備
の
設
置
で
あ

る
。
学
校
の
授
業
以
外
に
も
、
災
害
時

の
避
難
所
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
を
想

定
し
、
有
事
の
際
に
も
利
用
で
き
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
を
考
慮
し
、
空
調
設
備
の

整
備
を
進
め
て
い
く
。

　
３
点
目
は
、道
路
改
良
事
業
で
あ
る
。

道
路
整
備
計
画
に
沿
っ
て
、
町
道
武
豊

港
線
、
町
道
六
貫
山
線
の
幹
線
道
路
の

整
備
事
業
の
進
捗
を
図
っ
て
い
く
。

　
４
点
目
は
、
武
豊
中
央
公
園
整
備
事

業
で
あ
る
。
町
民
の
誰
も
が
集
い
憩
え

る
場
づ
く
り
と
し
て
、
ま
た
、
地
震
な

ど
の
災
害
時
に
備
え
た
防
災
機
能
を
持

つ
都
市
公
園
と
し
て
整
備
す
る
。

　
５
点
目
は
、
半
田
消
防
署
武
豊
支
署

の
移
転
事
業
で
あ
る
。
武
豊
中
央
公
園

の
南
側
に
移
転
し
、
知
多
中
部
広
域
事

務
組
合
消
防
本
部
と
調
整
を
し
な
が
ら

事
業
を
進
め
て
い
く
。

　
６
点
目
は
、
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー（
仮
称
）
建
設
事
業
で
あ
る
。

武
豊
中
央
公
園
に
移
設
予
定
の
武
豊
支

署
に
隣
接
す
る
位
置
に
、
防
災
に
つ
い

て
学
べ
る
教
育
の
場
、
そ
し
て
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
の
場
な
ど
、
多

目
的
な
活
用
が
で
き
る
施
設
の
建
設
を

予
定
し
て
い
る
。

ほ
と
ん
ど
の
生
徒
は
武
豊
が
好
き

中
学
生
へ
の
意
識
調
査
の
今
後
の

居
住
意
思
で
は
、76
・
３
％
が
「
今

後
も
武
豊
町
で
暮
ら
し
た
い
」
と
回
答

し
て
い
る
。
今
後
も
暮
ら
し
た
い
と
い

う
思
い
に
ど
の
よ
う
に
応
え
て
い
く
の

か
。

中
学
生
の
「
町
へ
の
好
感

度
」で
は
、93
・
６
％
が
「
武

豊
町
が
好
き
」
と
回
答
し
て
い
る
。
今

後
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、

１
点
目
「
町
外
へ
向
け
た
ま
ち
の
魅
力

発
信
」と
し
て
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
な
ど
を
活
用
し
た
情
報
発
信
の
充

実
。
２
点
目  

「
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド

の
醸
成
」
と
し
て
、
子
ど
も
が
ま
ち
の

魅
力
を
学
ぶ
機
会
の
充
実
、
町
民
と
し

て
の
誇
り
の
醸
成
。
３
点
目
は
「
新
た

な
ま
ち
の
魅
力
の
発
掘
」
と
し
て
、
新

た
な
名
産
品
や
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
、
目
玉

の
発
掘
を
検
討
す
る
。

　
中
央
公
園
や
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た

屋
内
温
水
プ
ー
ル
、
ゆ
め
く
り
ん
は
、

新
た
な
ま
ち
の
魅
力
に
つ
な
が
り
、
子

ど
も
が
「
今
後
も
暮
ら
し
た
い
」
と
の

思
い
に
繋
が
る
施
策
と
考
え
て
い
る
。

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

町
の
将
来
を
担
う
若
い
世
代
を
中

心
に
定
住
先
と
し
て
選
択
さ
れ
る

ま
ち
を
ど
の
よ
う
に
目
指
す
の
か
。

「
住
み
よ
い
か
ら
住
み
た
い

ま
ち
へ
」
を
重
点
施
策
方
針

の
ひ
と
つ
と
し
、
横
断
的
視
点
か
ら
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
３
カ
所
の
エ

コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
、
妊
産
婦
医

療
費
補
助
制
度
、
小
中
学
校
教
室
へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置
な
ど
の
実
施
を
進
め
て

き
た
。
今
後
は
ま
ち
の
将
来
を
担
う
若

い
世
代
か
ら
定
住
先
と
し
て
選
択
さ
れ

る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら

5

トピックス

Q

Q

A

A

A

会派代表　　町政への質問

トピックス
●シビックプライドとは

「都市に対する市民の誇り」という概念で使われる。日本の「郷土愛」と似ているが、「シビック」には
権利と義務をもって活動する市民性という意味が含まれる。

　　総務部　　健康福祉部　　建設部
　　企画部　　生活経済部　　教育部

総 福 建
企 経 教

Q 

若
い
世
代
に
選
択
さ
れ
る
ま
ち
に

Ａ 

細
や
か
な
住
環
境
整
備
を
進
め
る

Q 
今
後
５
年
間
の
主
な
事
業
は

Ａ 
主
に
６
事
業
を
計
画
し
て
い
る

み
ら
い
　
福
本　
貴
久

き
ず
な
　
青
木　
宏
和

町長

Q

▲武豊中央公園南側

企

町長

※

※
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自
然
公
園
の
魅
力
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

し
て
町
民
の
皆
さ
ん
に
提
供
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

自
然
公
園
を
核
と
し
た
整
備
内
容

の
検
討
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

自
然
公
園
・
総
合
公
園
な
ど

を
含
ん
だ
周
辺
一
帯
を
「
自

然
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
エ
リ
ア
」
と
し

て
整
備
方
針
を
掲
げ
て
い
る
が
整
備
内

容
に
つ
い
て
は
現
在
、
具
体
的
な
検
討

に
入
っ
て
な
い
。

キ
ャ
ン
プ
場
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場

の
需
要
も
増
え
て
い
る
。
ア
ダ
プ

ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
指
定
管
理
を
利
用
し

て
、
適
正
な
維
持
管
理
を
検
討
は
で
き

な
い
か
。

自
然
公
園
の
ほ
ぼ
全
域
が
、

保
安
林
に
指
定
さ
れ
て
い
る

た
め
、
関
係
法
令
な
ど
を
遵
守
し
検
討

が
必
要
で
あ
り
、
現
在
の
自
然
公
園
内

に
キ
ャ
ン
プ
場
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場
の

整
備
は
検
討
し
て
い
な
い
。

今
後
、
快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う

遊
具
の
修
繕
を
含
め
た
適
正
な
維

持
管
理
を
し
て
い
く
べ
き
で
は
。

利
用
者
の
安
全
の
た
め
一
部

の
遊
具
を
使
用
禁
止
と
し
て

い
る
。
ま
た
、
公
園
利
用
に
支
障
と
な

る
木
や
枝
な
ど
の
剪
定
を
随
時
実
施
し

て
い
る
。
今
後
も
安
全
に
使
用
で
き
る

よ
う
、
維
持
管
理
に
努
め
て
い
く
。

　
住
民
や
来
町
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
「
自
然
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
エ
リ

ア
」
と
は
、
キ
ャ
ン
プ
場
・
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
場
と
考
え
る
。
自
然
公
園
は
本

町
に
と
っ
て
有
益
な
既
存
施
設
で
、
適

正
な
維
持
管
理
の
も
と
有
効
活
用
を
！

　
本
町
は
、
昨
年
２
月
に
「
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」
を
表
明
し
、
本
年

３
月
に
武
豊
町
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

（
区
域
施
策
編
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

町
民
一
体
と
な
っ
て
進
め
る
た
め
に

は
、
よ
り
わ
か
り
や
す
く
、
よ
り
取
り

組
み
や
す
く
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
実
現
の
た
め

今
後
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
実

現
に
向
け
た
取
り
組
み
へ
の
お
考

え
は
。町

内
33
の
公
共
施
設
に
お
け

る
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
可
能
性
に
つ
い
て
の
調
査
検
討
を

し
、
令
和
５
年
度
以
降
、
導
入
可
能
な

公
共
施
設
へ
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

設
備
の
設
置
を
進
め
て
い
く
。

町
民
の
意
識
向
上
の
た
め
、
楽
し

み
な
が
ら
行
え
る
よ
う
に
、
頑
張

っ
た
ポ
イ
ン
ト
を
付
け
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

地
球
温
暖
化
対
策
を
進
め
て

い
く
た
め
、
町
民
の
皆
さ
ま

の
協
力
や
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ

と
が
重
要
。
楽
し
み
な
が
ら
行
え
る
取

り
組
み
を
、
引
き
続
き
調
査
研
究
し
て

い
き
た
い
。

学
校
の
施
設
整
備
と
環
境
学
習
に

対
す
る
国
の
補
助
制
度  

エ
コ

ス
ク
ー
ル
・
プ
ラ
ス
を
活
用
す
る
お
考

え
は
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実

現
に
向
け
、
環
境
教
育
の
充

実
は
、
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
と
考
え

る
。

　
現
在
の
環
境
学
習
を
継
続
し
つ
つ
も

「
エ
コ
ス
ク
ー
ル
・
プ
ラ
ス
」
を
活
用

で
き
る
か
ど
う
か
、
学
校
施
設
の
整
備

に
併
せ
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
の

教
材
と
し
て
活
用
で
き
る
か
否
か
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
。

QQQ A

A

A

QQ

Q

AA

A

トピックス
●エコスクール・プラスとは
文部科学省、農林水産省、国土交通省、環境省が連携協力して、市町村などがエコスクールとして整備
する学校を「エコスクール・プラス」として認定するもの。

　　総務部　　健康福祉部　　建設部
　　企画部　　生活経済部　　教育部

総 福 建
企 経 教

町政への質問　　会派代表

Q 

今
後
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
施
策
は

Ａ 

施
設
に
導
入
可
能
か
調
査
検
討

Q 

自
然
公
園
に
キ
ャ
ン
プ
場
を

Ａ 
自
然
ゾ
ー
ン
と
位
置
付
け
て
い
る

公
明
党
議
員
団
　
甲
斐
百
合
子

政
和
ク
ラ
ブ
　
南　
賢
治

▲自然公園内の地図

教

建建

建

経 町長

▲ 2030年の暮らしやまちのイメージ
　武豊町温暖化対策実行計画

※

※
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地
元
対
策
協
力
金
は
、
知
多
南
部
広

域
環
境
組
合
の
ご
み
処
理
施
設
が
町
内

に
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
伴
う
協
力
金
で

あ
る
。
当
然
ご
み
処
理
関
係
に
使
用
す

べ
き
で
あ
る
。

住
民
負
担
増
は

ご
み
処
理
有
料
化
に
伴
う
住
民
負

担
増
は
い
く
ら
に
な
っ
た
か
。

令
和
元
年
度
指
定
袋
購
入
費

用
が
約
２
２
０
０
万
円
で
、

令
和
３
年
度
約
７
６
０
０
万
円
で
あ
り

５
４
０
０
万
円
増
で
あ
る
。

地
元
対
策
協
力
金
の
趣
旨

地
元
対
策
協
力
金
が
本
町
を
除
く

２
市
２
町
か
ら
年
間
８
５
０
０
万

円
、
15
年
間
支
出
さ
れ
る
趣
旨
は
。
ま

た
、
ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
る
の
か
。

ご
み
処
理
施
設
が
町
内
に
建

設
さ
れ
る
こ
と
に
伴
う
地
元

対
策
費
と
し
て
支
出
さ
れ
る
。
今
年
度

は
屋
内
温
水
プ
ー
ル
事
業
に
全
て
充
当

し
た
。

ご
み
袋
を
各
家
庭
に
無
料
配
布
を

ご
み
袋
を
人
数
ご
と
に
各
家
庭
に

一
定
量
を
無
料
配
布
す
る
こ
と

で
、
ご
み
減
量
に
つ
な
が
る
と
い
う
意

見
が
あ
る
が
、
実
施
す
る
考
え
は
あ
る

か
。

現
在
の
方
式
は
本
町
の
事
情

に
見
合
う
制
度
と
し
て
採
用

し
た
も
の
で
、
現
時
点
で
制
度
を
変
更

す
る
考
え
は
な
い
。

地
元
対
策
費
は
本
来
、
ご
み
減
量

化
の
た
め
の
対
策
費
で
、
屋
内
温

水
プ
ー
ル
に
使
う
た
め
の
対
策
費
で
は

な
い
と
思
う
。
な
ぜ
屋
内
温
水
プ
ー
ル

事
業
に
使
わ
れ
た
の
か
。

町
全
体
に
対
し
て
交
付
さ
れ

る
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
屋
内
温
水
プ
ー
ル
事
業

に
充
当
し
た
。

　
自
分
ら
し
い
生
き
方
を
自
ら
決
め
る
。

そ
し
て
、
障
が
い
や
加
齢
に
よ
り
一
人

で
判
断
す
る
こ
と
が
心
配
な
方
の
そ
の

人
ら
し
い
生
き
方
と
安
心
を
支
え
る
た

め
に　
成
年
後
見
制
度
が
あ
り
ま
す
。

必
要
な
連
携
体
制
を
整
え
る

心
配
な
方
が
安
心
し
て
気
軽
に
権

利
擁
護
を
相
談
で
き
る
環
境
が
望

ま
れ
る
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
ま
す
か
。

主
に
２
カ
所
の
窓
口
が
あ
り

ま
す
。
１
カ
所
目
は 

知
多

地
域
権
利
擁
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
相
談

窓
口
で
す
。
支
援
セ
ン
タ
ー
の
支
援
員

と
は
、
受
付
時
間
内
で
あ
れ
ば
、
お
電

話
で
直
接
ご
相
談
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
予
約
制
の
巡
回
相

談
で
は
、
本
町
に
お
い
て
毎
月
第
２
木

曜
日
に
、
思
い
や
り
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
て
お
り
ま
す
。
２
カ
所
目
は
、
本
町

の
各
相
談
窓
口
で
あ
り
ま
す
。

巡
回
相
談
の
周
知
方
法
、
予
約
方

法
、
お
よ
び
開
催
時
間
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

周
知
方
法
は
、
広
報
た
け
と

よ
の
無
料
相
談
コ
ー
ナ
ー
に

翌
月
の
予
定
を
掲
載
し
周
知
に
努
め
て

い
ま
す
。
予
約
方
法
は
知
多
地
域
権
利

擁
護
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
、
直
接
お
電
話

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
開

催
時
間
は
、
午
後
１
時
30
分
か
ら
４
時

30
分
ま
で
の
う
ち
、
予
約
の
際
に
指
定

さ
れ
た
時
間
と
な
り
ま
す
。

　
社
会
イ
ン
フ
ラ
制
度
に
ご
相
談
者
を

つ
な
げ
て
い
く
シ
ス
テ
ム
が
福
祉
課
窓

口
に
あ
り
ま
す
。
気
軽
に
活
用
し
て
欲

し
い
で
す
。

AA

AA

トピックス
●知多地域権利擁護支援センター
住　所：知多市緑町32番地の6　知多市福祉活動センター内
TEL：0562-39-3770　予約時間：午後1時30分から4時30分

トピックス
●成年後見制度とは
認知症や精神障がい、知的障がいなどによって、判断能力が
不十分になった人を支援するための制度。

QQ A

A

Q 

成
年
後
見
制
度
の
相
談
窓
口
は

Ａ 

地
域
権
利
擁
護
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

　
公
明
党
議
員
団
　
鳥
居　
美
和

会派代表　　町政への質問

Q

QQ

Q Q 
地
元
協
力
金
は
ご
み
袋
無
料
化
に

Ａ 
屋
内
温
水
プ
ー
ル
に
充
当
す
る

日
本
共
産
党
議
員
団
　
梶
田　
進

▲質問で無料化を
求めたごみ袋

経経

経経

福

福

※ ※

※

※
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適
正
な
規
模
の
活
力
あ
る
消
防
団
の

確
保
が
全
国
的
な
課
題
で
あ
る
。

本
町
で
は
、
初
め
て
の
女
性
消
防

団
員
が
ひ
と
り
入
団
し
た
が
、
役

割
と
今
後
の
募
集
の
方
向
性
は
。

地
元
の
分
団
に
所
属
し
、
消

火
活
動
時
や
消
防
行
事
な
ど

で
の
後
方
支
援
、
普
通
救
命
講
習
な
ど

の
各
種
訓
練
へ
の
参
加
、
消
防
団
の
Ｐ

Ｒ
活
動
な
ど
を
担
当
し
て
い
た
だ
く
。

性
別
に
関
わ
ら
ず
募
集
し
、
消
防
団
組

織
の
維
持
お
よ
び
活
性
化
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

団
員
確
保
に
あ
た
り
何
か
方
策

は
。 

消
防
団
組
織
を
維
持
し
て
い

く
た
め
に
は
、
団
員
の
負
担

軽
減
も
重
要
と
考
え
て
い
る
。
一
例
と

し
て
、
今
年
度
の
消
防
操
法
大
会
か

ら
、
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
を
辞
め
、
小

型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
の
み
の
開
催
と
し

た
。
消
防
力
を
維
持
し
な
が
ら
、
団
員

が
活
動
し
や
す
い
環
境
を
整
え
て
い
く

こ
と
が
、
新
入
団
員
の
確
保
に
も
つ
な

が
る
と
考
え
て
い
る
。

近
隣
市
で
、
消
防
団
員
を
雇
用
し

業
務
中
の
災
害
現
場
へ
の
出
動
を

後
押
し
す
る
企
業
へ
補
助
金
を
交
付
し

て
い
る
自
治
体
が
あ
る
。
本
町
も
検
討

し
て
は
ど
う
か
。

消
防
団
員
を
雇
用
す
る
企
業

に
団
員
ひ
と
り
あ
た
り
15
万

円
を
補
助
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。

こ
の
例
も
含
め
、
団
員
の
確
保
に
効
果

的
な
先
進
事
例
を
調
査
研
究
し
て
い

く
。

　
加
齢
性
難
聴
は
、
老
化
に
伴
う
進
行

性
の
聴
覚
障
が
い
で
、
40
代
で
補
聴
器

が
必
要
に
な
る
例
も
あ
る
。
加
齢
性
難

聴
者
の
生
活
を
支
え
る
手
段
に
つ
い
て

問
う
。

補
装
具
費
支
給
制
度
が
あ
り
ま
す

本
町
の
身
体
障
が
い
者
手
帳
所
持

者
数
と
そ
の
う
ち
聴
覚
障
が
い
者

数
は
何
人
か
。

身
体
障
が
い
者
手
帳
所
持
者

は
１
２
４
７
人
で
、そ
の
内
、

聴
覚
障
が
い
者
は
74
人
で
す
。

令
和
３
年
度
の
補
聴
器
補
助
件
数

は
。
ま
た
、
申
請
方
法
は
。

身
体
障
が
い
者
手
帳
を
お
持

ち
の
方
は
、
補
装
具
費
支
給

制
度
が
あ
り
、補
助
件
数
は
７
件
で
す
。

補
聴
器
の
購
入
費
用
に
つ
い
て
、
支
給

を
受
け
る
た
め
に
は
、
補
聴
器
を
購
入

す
る
前
に｢
補
装
具
購
入
支
給
申
請

書
」、医
師
が
作
成
す
る｢

補
装
具
支
給

意
見
書
」
と
「
補
聴
器
装
用
効
果
表
」、

補
聴
器
販
売
店
が
発
行
す
る｢
見
積
書
」

が
必
要
で
、
身
体
障
が
い
者
手
帳
の
提

示
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
ず
は
ご
相
談
を

加
齢
性
難
聴
の
方
に
対
し
て
の
補

助
の
適
用
は
。

加
齢
性
難
聴
の
方
も
身
体
障

が
い
者
手
帳
を
お
持
ち
で
あ

れ
ば
対
象
と
な
る
。
耳
の
聞
こ
え
が
悪

く
な
っ
て
き
た
な
と
感
じ
た
際
に
は
役

場
福
祉
課
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
手
帳
の
交
付
申

請
に
必
要
な
診
断
が
で
き
る
医
師
を
紹

介
し
ま
す
。

Q

Q

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

A

A

町政への質問　　個人質問

トピックス
●加齢性難聴とは
加齢以外に特別な原因がないものを「加齢性難聴」と呼ぶ。音を感じる部位が障害される感音難聴。
主な原因は、音の情報をうまく脳に送ることができなくなるからと言われている。

　　総務部　　健康福祉部　　建設部
　　企画部　　生活経済部　　教育部

総 福 建
企 経 教

Q 

加
齢
性
難
聴
に
補
聴
器
補
助
は

Ａ 

補
聴
器
購
入
前
に
相
談
を

Q 

消
防
団
を
維
持
す
る
方
策
は

Ａ 
団
員
の
活
動
環
境
を
整
え
る

日
本
共
産
党
議
員
団
　
野
田　
佳
延

み
ら
い
　
森
田　
義
弘

▲第２分団の小型ポンプ操法

福福

福

町長総

総

※

※
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イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
公
園
と
は
、
障
が

い
の
あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、
み
ん
な

一
緒
に
遊
べ
る
公
園
の
こ
と
で
す
。

町
内
に
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
考
え

方
で
整
備
さ
れ
た
公
園
は
こ
れ
ま

で
に
あ
る
の
か
。

公
園
整
備
は
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
条
例
な
ど
に
従
い
、
施

設
整
備
を
行
な
っ
て
い
る
が
「
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
遊
具
」
が
設
置
さ
れ
た
公
園

は
な
い
。

武
豊
中
央
公
園
で
本
年
度
に
設
置

が
予
定
さ
れ
て
い
る
大
型
複
合
遊

具
を
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
に
す
る

考
え
は
あ
る
の
か
。

導
入
に
あ
た
っ
て
は
総
合
的

な
検
討
が
必
要
と
な
る
た
め
、

現
時
点
に
お
い
て
導
入
予
定
は
な
い
。

公
園
を
更
新
時
期
に
順
次
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
公
園
に
し
て
は
ど
う
か
。

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
化
の
必
要

性
に
つ
い
て
、
町
民
や
地
区

の
公
園
利
用
者
な
ど
の
声
を
聞
き
、
導

入
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
公
園
に
つ
い
て
、

町
民
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
っ
て
は
ど

う
か
。

町
民
等
意
識
調
査
や
公
園
長

寿
命
化
計
画
策
定
時
な
ど
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
実
施
を
検
討
す
る
。

本
町
の
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
公
園
導

入・整
備
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

整
備
予
定
の
あ
る
公
園
や
、

既
存
の
公
園
施
設
で
の
改
修

で
、
遊
具
な
ど
を
選
定
す
る
場
合
に
、

調
査
研
究
を
し
て
い
く
。

誰
一
人
置
き
去
り
に
し
な
い
た
め
に
、

住
民
目
線
で
公
園
の
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

化
を
進
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
、
切
に

願
う
！

　
昨
年
来
の
原
油
価
格
の
高
騰
、
極
端

な
円
安
に
よ
る
影
響
や
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
、
給
食
材
料
を
含

む
物
価
高
騰
を
招
い
て
い
る
。

　
全
国
各
地
で
、
給
食
費
値
上
げ
の
動

き
が
出
て
き
て
い
る
。
本
町
で
は
、
令

和
２
年
に
給
食
費
の
改
定
を
行
っ
た
ば

か
り
な
の
で
、
国
の
交
付
金
を
活
用
し

て
で
も
値
上
げ
は
避
け
て
い
た
だ
き
た

い
。現

在
は
小
学
校
２
５
０
円
、

中
学
校
２
９
０
円
の
給
食
費

食
材
の
高
騰
で
給
食
へ
の
影
響
は
。

揚
げ
物
用
の
油
は
約
２
倍

に
、
そ
の
他
の
物
も
軒
並
み

値
上
が
り
し
て
い
る
。
主
食
で
あ
る
パ

ン
や
め
ん
は
県
学
校
給
食
会
と
の
年
間

契
約
で
本
年
度
中
の
値
上
が
り
は
無
い

が
、
パ
ン
や
め
ん
も
来
年
度
は
大
き
な

影
響
を
受
け
る
と
予
想
し
て
い
る
。

国
の
臨
時
交
付
金
の
活
用
や
給
食

費
の
値
上
げ
は
検
討
す
る
か
。

現
在
の
物
価
高
騰
が
住
民
の

家
計
や
生
活
を
圧
迫
し
て
い

る
こ
と
を
憂
慮
し
て
い
る
。
給
食
費
の

値
上
げ
は
さ
ら
に
追
い
打
ち
を
か
け
る

こ
と
に
な
る
。
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

の
活
用
も
検
討
し
、
創
意
工
夫
を
し
て

現
状
維
持
に
努
め
た
い
。

毎
日
の
給
食
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
ま
た
保
護
者
の

負
担
を
増
や
さ
な
い
よ
う
に
、
今
年
度

だ
け
で
な
く
来
年
度
以
降
も
財
政
支
援

を
期
待
し
て
い
る
。

個人質問　　町政への質問

Q

Q

QQ

Q

Q Q A

A

A

A

A

A

A

トピックス
●インクルーシブ公園とは
障がいの有無にかかわらず、あらゆる子どもが家族や友達などと安全・快適に遊べるように設計・整備された公園。社会的に弱い立場に
ある人々を含むすべての人を受け入れ、支えあうという理念に基づくもの。

Q 

給
食
費
の
値
上
げ
は
あ
る
の
か

Ａ 

現
状
維
持
に
努
め
た
い

Q 
公
園
の
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
化
を

Ａ 
町
民
の
声
を
聞
き
検
討
す
る

本
村　
強

政
和
ク
ラ
ブ
　
石
川　
義
治

▲全国各地に広がる　
　インクルーシブ公園

建 建 建

建町長

町長

教

▲楽しみな給食・・・値上げしないで！

※

※
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町政への質問　　個人質問
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
蔵
書

　

英
文
多
読
絵
本
や
教
材
の
収
集

に
つ
い
て
本
町
の
考
え
は
。

英
文
多
読
に
関
し
て
の
具
体

的
な
取
り
組
み
は
行
っ
て
い

な
い
。

　
今
後
は
、
知
多
市
や
近
隣
図
書
館
の

状
況
に
つ
い
て
情
報
を
把
握
し
、
そ
れ

以
外
の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
と
の
バ
ラ
ン

ス
も
考
え
、
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

ワ
ン
ピ
ー
ス
な
ど
世
界
的
に
評
価

が
高
く
、
多
言
語
化
さ
れ
、
そ
の

国
に
よ
っ
て
内
容
が
異
な
り
文
化
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
、
マ
ン
ガ
の
収
集
に

対
す
る
本
町
の
考
え
は
。

一
概
に

マ
ン
ガ

を
否
定
し
な
い
が
、

ス
ペ
ー
ス
や
旧
来

よ
り
図
書
館
へ
の

要
望
が
多
い
書
籍

な
ど
と
の
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
な
が
ら

調
査
・
研
究
し
て

い
く
。

大
き
な
変
化
は
職
員
に
発
信

　
本
町
の
人
口
減
少
に
つ
い
て
、
令
和

２
年
度
ま
で
は
転
入
超
過
で
緩
や
か
な

人
口
減
だ
っ
た
が
、
令
和
３
年
度
は
出

生
３
１
６
人
、死
亡
４
８
４
人
、１
６
８

人
の
自
然
減
。
転
出
超
過
で
１
５
７
人

の
社
会
減
、合
計
３
２
５
人
の
人
口
減
。

令
和
３
年
度
は
自
然
減
に
加
え
、

流
出
超
過
と
な
り
、
大
き
な
人
口

減
少
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
数
字
の

変
化
を
、
職
員
は
ど
の
よ
う
に
把
握
し

て
い
る
の
か
。

住
民
窓
口
課
が
発
信
す
る
情

報
を
職
員
が
確
認
し
て
い
る
。

今
後
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た

場
合
は
職
員
に
向
け
て
発
信

を
し
て
い
く
。

道
路
整
備
は
第
６
次
総
合
計
画

を
念
頭
に

武
豊
港
線
の
整
備
計
画
は
。

令
和
４
・
５
年
度
で
武
豊
中

央
公
園
西
側
の
道
路
北
側

を
、
そ
の
後
南
側
の
整
備
を
、
そ
の
次

に
、
中
央
公
園
東
側
か
ら
武
中
の
南
西

信
号
交
差
点
ま
で
の
整
備
を
進
め
る
。

六
貫
山
線
の
整
備
計
画
は
。

令
和
４
年
度
予
備
設
計
、
令

和
５
年
度
詳
細
設
計
・
用
地

測
量
、
そ
の
後
、
物
件
調
査
・
用
地
買

収
を
実
施
し
進
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

大
門
田
・
清
水
第
２
号
線
の
整
備

計
画
は
。

用
地
買
収
お
よ
び
盛
土
の
造

成
工
事
が
一
部
完
了
し
て
お

り
順
次
進
め
て
い
く
。
ま
た
、
本
路
線

と
接
続
す
る
榎
戸
大
高
線
に
つ
い
て
も

本
町
の
東
西
軸
の
重
要
な
路
線
で
あ
る

た
め
継
続
し
て
早
期
整
備
の
推
進
を
県

に
要
望
し
て
い
く
。

臨
港
道
路
の
整
備
計
画
は
。

七
号
地
交
差
点
か
ら
Ａ
Ｇ
Ｃ

の
入
り
口
ま
で
約
2.5
㎞
が
全

線
４
車
線
化
整
備
事
業
区
間
で
あ
り
令

和
３
年
度
よ
り
測
量
・
調
査
・
設
計
を

実
施
し
て
い
る
。

中
央
分
離
帯
が
設
置
さ
れ
る
と
東

岸
壁
へ
の
通
行
は
。

中
間
地
点
の
豊
石
神
社
東
の

交
差
に
も
、
信
号
機
設
置
の

た
め
の
協
議
を
行
っ
て
い
る
と
、
衣
浦

港
務
所
か
ら
伺
っ
て
い
る
。

Q

Q

Q

QQ

Q

Q

Q

A

AA

A

AA

A

A

A

Q 

マ
ン
ガ
の
収
集
に
対
す
る
考
え
は

Ａ 
他
蔵
書
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る

み
ら
い
　
櫻
井　
雅
美

トピックス
●英文多読絵本とは
英文に慣れ親しみ、英語力をつけるために、理解のあるなしに関わらず多く読み続けるための絵本。 　　総務部　　健康福祉部　　建設部

　　企画部　　生活経済部　　教育部
総 福 建
企 経 教

Q 

本
町
の
道
路
整
備
の
状
況
は

Ａ 

優
先
順
位
を
整
理
し
進
め
て
い
く

き
ず
な
　
青
木　
信
哉

教 教

副町長 企

建建

建

建

建

※

※



武豊町の議会だより  No.180　2022年8月1日発行

トピックス
●（仮称）武豊北インターチェンジとは
知多半島道路の半田インターと武豊インターとの中間地点に建設中のインターチェンジ。県道古場武豊線に接続される。
完成は、令和5年3月の予定。

　
緑
丘
地
域
の
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
す
る
た
め
に
、
ど
の
様
な
構
想
を
描

き
、
ど
の
様
な
施
策
を
実
施
し
て
い
く

の
か
。
ま
た
、
町
民
が
緑
に
親
し
む
た

め
、
北
部
の
自
然
に
触
れ
合
え
る
散
策

路
の
検
討
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

緑
丘
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
構
想
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

緑
丘
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の

目
標
は
「
た
め
池
・
農
地
等

の
自
然
や
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
整
備

を
活
か
し
た
地
域
の
交
流
が
促
進
さ
れ

る
ま
ち
」
と
し
て
い
る
。

　
内
容
と
し
て
は
、
企
業
誘
致
を
図
る

新
た
な
産
業
系
市
街
地
形
成
の
検
討
、

武
豊
北
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
へ
ア
ク
セ

ス
す
る
道
路
整
備
の
推
進
、
長
成
池
や

鹿
狩
池
周
辺
を
良
好
な
親
水
空
間
と
し

て
の
利
活
用
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
壱

町
田
湿
地
に
つ
い
て
は
、
地
域
資
源
と

し
て
適
正
に
保
全
し
つ
つ
、
更
に
魅
力

を
高
め
る
工
夫
を
し
て
い
く
。

壱
町
田
湿
地
や
長
成
池
公
園
な
ど

の
連
携
を
図
り
、
散
策
路
の
整
備

な
ど
に
よ
る
憩
い
や
賑
わ
い
の
場
所
の

創
出
が
必
要
で
は
な
い
か
。

壱
町
田
湿
地
お
よ
び
長
成
池

公
園
に
は
そ
れ
ぞ
れ
駐
車

場
、
ト
イ
レ
が
整
備
さ
れ
、
散
策
の
拠

点
と
し
て
最
適
で
あ
る
。
今
後
は
さ
ま

ざ
ま
な
移
動
手
段
を
想
定
し
た
地
域
資

源
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
や
北
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
民
間
事
業
者
と

の
連
携
も
含
め
調
査
研
究
を
行
う
。

個人質問　　町政への質問

QA Q 
魅
力
あ
る
緑
丘
地
域
に
す
る
に
は

Ａ 
自
然
を
活
か
し
た
住
み
よ
い
環
境

み
ら
い
　
久
野　
勇

11

▲拠点の１つ、長成池公園景色

QA
建

建

&Q A その後どうなった？
　
　
衣
浦
港
３
号
地
産

　
　
業
廃
棄
物
最
終
処

分
場
が
稼
働
し
た
こ
と

に
よ
り
、
暫
定
２
車
線

で
整
備
さ
れ
て
い
た
臨

港
道
路
武
豊
美
浜
線
の

通
行
車
両
増
に
よ
る
渋

滞
が
発
生
し
た
。
交
差

点
改
良
や
拡
幅
４
車
線

化
を
す
る
予
定
は
あ
る

か
。

　　
　
愛
知
県
は
３
号
地

　
　
最
終
処
分
場
建
設

に
伴
い
本
町
の
要
望
を

聞
き
入
れ
、
各
事
業
を

実
施
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
臨
港
道

路
の
４
車
線
化

に
つ
い
て
も
、

早
急
に
実
施
さ

れ
る
よ
う
に
事

業
着
手
し
て
い

た
だ
く
よ
う
継

続
し
て
、
さ
ら

に
強
く
要
望
し

て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

（
平
成
26
年

　
９
月
議
会
）

　
渋
滞
解
消
に
よ
る
港

湾
物
流
の
円
滑
化
を
図

る
た
め
４
車
線
化
整
備

を
行
う
も
の
で
あ
る
と

評
価
さ
れ
、
実
施
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
工
事
期
間
は
令
和
３

年
度
か
ら
令
和
12
年
度

が
目
標
。
今
年
度
は
、

武
豊
町
里
中
交
差
点
東

交
差
点
か
ら
Ａ
Ｇ
Ｃ
丁

字
路
ま
で
の
間
の
植
え

込
み
部
分
の
道
路
改
良

工
事
を
実
施
予
定
。

臨港道路の４車線化整備実施へ

QA

そ
の
後

▲ 4 車線化工事始まる

※

※


